
報 告 第 ６ 号

令和６年度札幌市高速電車事業会計予算繰越計算書



１　地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

円 円 円

49,780,000 0 48,669,000

8,907,018,311 2,110,875,244 6,296,325,000

860,935,720 842,776,320 15,249,000

2,675,000 0 2,675,000

3,636,671,328 1,318,402,554 1,982,405,000

154,007,000 100,661,000 53,346,000

翌 年 度
繰 越 額

款 項 事 業 名
支 払 義 務
発 生 額

予 算 計 上 額

駅 舎 設 備 関 係
改 良 事 業

　 建　設

1

　 改良費

　 資本的

1

　 支　出

工場機器設備関係
改 良 事 業

建物・土木構造物
関 係 改 良 事 業

軌 道 関 係
改 良 事 業

広 告 設 備 関 係
改 良 事 業

信 号 通 信 関 係
改 良 事 業



円 円 円 円 円

43,000,000 669,000 5,000,000 1,111,000 0

3,223,000,000 66,862 3,073,258,138 499,818,067 0

13,000,000 249,000 2,000,000 2,910,400 0

2,000,000 675,000 - 0 0

885,000,000 182,000 1,097,223,000 335,863,774 0

48,000,000 346,000 5,000,000 0 0

説 明

翌年度繰越額
に係る繰越を
要するたな卸
資 産 の 購 入
限 度 額

不 用 額

年度内に部分払
の請求がなかっ
たため

工程の見直しに
より、一部工程
を先送りにした
ため

工事の追加によ
り、工程を変更
したため

仕様の見直しに
より、工程を先
送りにしたため

左 の 財 源 内 訳

そ の 他繰 越 金企 業 債

入 札 不 調 に よ
り、工事の契約
に至らなかった
ため

車両事故の発生
により、工期が
遅れたため



円 円 円

2,143,000 1,210,000 933,000

1,274,149,280 788,627,456 438,197,000

16,182,000 5,896,308 10,285,000

19,710,000 0 19,000,000

支 払 義 務
発 生 額

事 業 名款 項

　 資本的

1

　 支　出

　 建　設

1

　 改良費

翌 年 度
繰 越 額

予 算 計 上 額

車 両 機 器 関 係
改 良 事 業

局 関 係 施 設 等
関 係 改 良 事 業

変電所・電気室
関 係 改 良 事 業

装 置 等 関 係
改 良 事 業



円 円 円 円 円

- 622,067 310,933 0 0

236,000,000 159,197,000 43,000,000 47,324,824 0

- 9,285,000 1,000,000 692 0

7,000,000 10,000,000 2,000,000 710,000 0

左 の 財 源 内 訳

そ の 他
説 明

企 業 債 繰 越 金

翌年度繰越額
に係る繰越を
要するたな卸
資 産 の 購 入
限 度 額

仕様の見直しに
より、一部工程
を先送りにした
ため

物品の製造が遅
れ た こ と に よ
り、年度内の納
品が困難となっ
たため

国の予算措置の
関係上、事業の
年度内執行が困
難であったため

不 用 額

工程の見直しに
より、一部工程
を先送りにした
ため



２　地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

円 円 円

　 高速電

1　車事業

　 費　用

車両機器部品購入 39,600,070 38,273,070 1,327,000

局 関 係 施 設
用 品 購 入

418,000 0

款 項 事 業 名 予 算 計 上 額
支 払 義 務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

　営　業

１
　
　費　用

　営業外

２
　
　費　用

418,000

駅 舎 設 備 関 係
改 良 事 業

94,437,000 22,500,000 40,469,000



円 円 円 円

0

0

0

札幌市長　秋　元　克　広　　

納品数の不足に
より、年度内の
納 品 が 困 難 と
なったため

物品の製造が遅
れ た こ と に よ
り、年度内の納
品が困難となっ
たため

左 の 財 源 内 訳

　　　 令和７年（２０２５年）５月２１日提出　　　　 

418,000

-1,327,000

繰 越 金
不 用 額

翌年度繰越額
に係る繰越を
要するたな卸
資 産 の 購 入
限 度 額

説 明
そ の 他

工程の見直しに
より、一部工程
を先送りにした
ため

0

31,468,000

0

40,469,000-

-


